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胃寓轟ノ踊床的経験 (P. ¥V. Aschner a. M. M. Ber・ck.Clinical experience with 





胃鏡ノ、此里占ヲ補 7 ノヂアルガ‘危険ト不倫快ノ 1~ ＝ 多ク用ヒラレズ、其限界モ限ラレテ居ル。
然Pレ＝主主＝胃窮民ノ、 B:i.ck ニヨリテ~明サレ Porges If<. Heilpern ＝ヨリテ研究サレタモノヂ、此
勤＝必要ナ知見ト胃鏡ヨリ炭キ蹴界トヲ供7.Jレモノダアノレ。コレノ、先端ニ上下2ツノ Cameraト共＝
光i原トヲ持ツ夕、字路性／管カラナツテ居ノレモノダアル。費量膝;J'S:ヂ 1/120秒間、 12,000燭光ヲ出 λ
各 Cameraハ環妹二排列シJ;4ツノ小サイ Film ヲ容レ各 90° 宛ヲ占メ、上下2ツノ小口ヲ有シテ
居ル。ソシテ2回ノ：露出ヂ8ツノ複立盤的潟良ガトレノレ。先グ胃洗後〈左側 Trendelenberg氏位トナ
シテ〉患者ヲ坐セシメ、装置ヲ挿入シ、空気ヂ胃ヲ膨i焔セシメ、 Shutter ヲ閲キー喜善fil~jtiJ: ノ「ボタンJ
7押シ、 Shutterヲトジ、装置ヲ取日i_, 0 Filmノ、現像ザレ 10倍＝廓大シテ規ル。 装置7入レル場所
ハX篤J1tヲ参考ト .A｝レガ、モシ注意λ ペキ位置ガ不明ナ場合ニハ上方及下方ヂ、 2ケ所ヲ撮影スル。
立盤的窮民カラ考テ、患部ノ大サガ列切1スル。著者ハ 11例ノ経験ヲ迷テ唐ル。 〈制l部〉
静服内浬封廠醇剤トシテノ「ソデウム，アミターJI,.」ノ経験 (.J. T. 1¥Iason a. J. ¥V. 
Baker. Experience with Sodium Amytal as Intravenous Anesthetic. Surg. Gyn. 
a. Obst. 1¥Iay. 1930. P. 783.) 
著者ノ、先ズ催眠剤／静脈内＝奥ヘラレタル隆史ヲ迷ペ之ヲ外科的ニ賂用シタル「ソヂウム．アミター







24-48時間 twilightStupor ノ AA:態＝アノレ事、又眠気吐t:j~~ ノ少キヲ越ベ、日鼻頭部／手術又ハ宇LR泉離
断術等＝ノ、補助麻酔~J不要ナル~7云ヒタリ。 （勝呂〉
「アベルチン」ノ肝臓＝及＊ス影響二就イテ (R. .F'inaly. U凶ersuchun広；eniiber die 
Einwirkung von Avertin auf die Leberfunction. Bruns’Beitr品ge1930 14¥:l B, 






結時間ヲ検；＜.！レー '.l例 a於テ減少ン 5{Y~ ノ、槍加シ 6 例ハィ、主主 ヂアノレ。 平均 10.2分カラ 7.5分＝減少
シテヰル、之＝ヨツテ肝臓機能ト密接ナノレ闘係アノレ血液凝岡崎・閑ハ、短縮セルモ／戸アツテ「アベル







胎汁酸＝針スル H:1.yschel：仙~ti"n ~、常＝陰性ヂアル。白血球ニツイテ検Z Jレトソノ数ノ、1015'.lカ
ラ16662＝唱力日シテヰノレ、血液凝結速主主ノ、一部分之＝因エルモノダアル、血球像＝ツイテノ、 Stabke-
rnige Leucocyt•·n ノミハ l ~ I増加ヲ示シ他ノ、大シタ努イヒノ、ナイ。
般若手続＝針シテ尿ijlノ λceton, Di:i,・Pts"i1re, B-oxy-buttersaure ヲ徐シタガ何等意味深キ幾イレ、設
見サレナイ。
本麻酔時時々起JレCyu・1り肘 ／原因二閥シテノ、血'iI酸素依乏＝ヨ Jレモノデハナイト云ツテヰル、酸
素依之ノ日十、血液凝問ノ、オ ソクナルモノ ヂ前述／結果ト相反ス孟Lえ LeBlune I Cyunose I時ノ；£
新分掠＝冒 Yテモ之ノ、設明サレJレ、故＝率ロ Cyano田 ノ、毛細血管ノ綴張＝閥係λ ノレ現象ナリ I・ 云 ツ
テヰル。
以上ノコトカラ「アベルチンJヲ値重1砥＝ツキ約0.13瓦位ヲ用ヒタル時ハ目干臓機能並＝符，践ノソレ
ニタト見上何等忍影怨 7 7JI..ポエモノデハナイ、包シ尿素産生ノ、 ~ シク槍加λ Jレガ放＝腎日＼£ノ機能障碍ア
Fレ場合ハ尿素排t世不充分ナル＝怖いlシテ民議症ヲ守i起 λ恐レアノレガ故＝絶望す禁忌デアJレ、 1. ~ι血液凝
悶時間ノ短縮λ ノレ.;jf.]'iIfays1・he J:,・:iktionノ依如;x.；レコトヨリシテアラームル場合 ζ 於テ「アベルチン」
麻酔ノ、肝臓機能二ノ、何等障碍ノ、ナキモノヂアルト云 70 （河村〉
轟援突起炎ノ成因ニ就キテ (Heile. Zur Eutstehung der Appendicitis. Deut. 
Zeitschr. £. Chir. Nr. 8. 1930.) 
訟様突起炎 7 生物事li!J ニェ 起サシメソノ初J~J Zえピ連続現像＝生物事的＝明瞭ナル概念ヲ形成シ nJレ卜
云 7貨験ガ可能デアル。 (1）犬＝封λル貨除、プミ／盲腸接i'部ヲ称 リ内部ニ「バラアインjヲ注入シテ
多段ノ食物ヲ採取セシメ ル ト人間ノi創 立突kg炎ト同様ノ疾病ヲ起サシメ得。 f!.pチ犬ノ盲jJ',}tl.1支部ζ ノ、
接痘性化険性炎症ヲ来シ；~ ＝ Ii\:.／股炎 7 起シ テ犬ハ死ス。 コノ 際多量ノ食物帰~ト云 7 コトガ必jl!.r ア
ル、如何トナレバ多＂＇＇：ノ食物 ヲ橋Yレト消化不良ヲ己主シ不完全分Wfoノ食物残di:ハ促進サレタ師il)J運動＝










外 凶 3ι 献 107 
後.5--15分待ツテ議様突起切除ヲ行ヒコレヲ検見、コノ貸験＝ヨノレト 「トリプシンJハ盆様突起壁＝
浸入磁接スノレガ「トリ 7・シン」ノ i来書i；浸入ーハ最様突起内ill~ガ決定的＝働ク卜云 7 コトヲ知リ符）！.－ 。 ~p































崎形性脊椎炎二封スJI.考察 (A. Schanz. Zm~ Kenntnis der Spondylitis !'leformans. 




















ル管ノ、重-fit負強能力 7有 λ 、換言λ レバ支柱ト シテ役立ツモノヂアル、大動脈ノ、多数／血管ヲモツテ
脊柱ニ結ピツイテオル、生般＝オイテノ、大win民ノ、脊柱／補助器’白・陸Pチ副支柱トシテ値重ヲ支ヘテオノレ
モノヂアル、合法的二働ラク主主位ノ、脊柱ノ副支佐~µチ大動脈／存λJレ部＝於テノ、支持組織ヲ作ラズシ
テ之ノナイ部分二支持組織邸チ新生骨突起ヲ作ノレモノデ之＝司リ Zuckergusswi rbelsiule ノ；支持組織
ノ周有／空lfrヲ設明シ得。
ソノ他崎形性脊椎炎ノ脊粧ヲ切ツテ見Jレト常 a 高度ノ骨質粗書毒症ガアル、 コノ骨質粗暴症J、骨盤＝
於テモ見ヲレル。椎鐙骨ガ癒定年シ脊柱ノ運動性消失シ、ソノ結果！護用性菱総／結果トシテ骨質粗事毒症ヲ
来ストモ云ヒえ骨質粗幸重症ガ一次的ヂ、印チ老人性退締ノ i結果脊椎／骨盤類依乏ヲ来シ之ノ i~ ＝値重
=!lfJ.:x. ）レ卒後J障碍ガ起ル。之／危険ヲサケル1~ ＝ 崎形性脊椎炎ガE主主主シ防禦ス Yレト毛考へラレル。
トニカク骨質粗暴症ノ、骨雌1；自｛決乏ノ表現戸アル、身世ガ必要ナ骨麹類ヲ食物カラ取込ム機能ヲ失ヒ
且貯歳壁童話：Eガナクナツタ場合ミソノ i快乏ヲ嘆補センガ1~ ＝起ツテ＊＇レモノ戸アル。
tlJ.テ支柱ト シテ骨新生二アタリソノ材料7何所カラ持来λ カ。骨質粗暴症ガ段＝存λ ル後ー支持突
起ヲ作ノレトセバソノ材料ヲ新ラシク1'.J＇ナケレパナラヌ、甚ダ不合 J.filデアノレ、ガ生位ノ、コノ材料ヲ古キ存












賞選憩室ノ手術的虚量 (L. Zukschwerd七.Zur・OperativenBehancliung der Oso・
phagusdivertikel Deu七.Zeitschr. f. Chir. 224. Bi:mll. 3.Heft Mai 1930 S. 150.) 
外 関 文 献 109 
食選定皇室竣見ノ非常＝確'.Ptナノレ方法トシテ X線検査ガ行ノ、ルル＝主リ本疾患ノ手術例，、念＝帯加セ
リ、最近 10年間＝我々ノ教室＝於ケル積キノ食道憩室＝劉;t.）レ手術／経験＝徴スル＝25例中 22例ノ、
所翻 Grenzdivertikel＝シテ 2例ハ叙管分岐部ノ高＝アリテ残／ 1例ノ、横隔膜ト噴門トノ問＝存シ旦
本疾患ハ高年者＝多キコトヲ知レリ。
本病ノ症扶トジテ最初＝現ルルハ膜下困難ニシテ次＝現ルルハ頭部臓器ノ！緊迫症朕ナリ。 1例ノ如










Zenker氏ハ根治手術トジテカナリ有望ナル方法ヲ 19世組ノ中頃ー於テ主！！；..－.！ 1884年Nichan及 v.
Burkkardt爾氏初メテ之ヲ試ミタリ。之ーハ一期的＝行7モノト、二期的＝行フモノトアリ。後者ハ
~p pr酎 parierenセル；政室ヲソノ！頭部＝於テ二重ニ続紫シ Sackノ、前方＝悶定シ8或ハ 14日後＝壌死
＝陥レルトキ幸青葉糸ヲ引張リテ除去スルモノナリ。
寄人ノ、之ノ術式＝従ヒ 2例＝針シ手術ヲ行へJレー術後食；萱痩 7形成シソノ 1ノ、 3週後＝自然＝閉鎖
シ何等苦痛ヲ残サザリキ。思 7＝之／二期的手術ノ、前期ト後期トノ問＝肉芽生成行ノ、レ以テ縦隔膜感
染ヲ防グモノナラン。本法ノ、 MayoKlinik ＝於テ行ノ、レシモノ＝シテソノ死亡率ハ 3%ナリト云7n




















レー ヴエ正＝=' JL1号室手野ノ桁武（H.t:cbiitz. Zm・Tecbnikil0r Pbilll< seれP"l・ati on 
B乱chLoewe. Der OhirurιJuni. 1930.〕
包求手術ハ Loewe氏ガ 1914年 ＝ Mi.inch. med. ,,.schr. ＝切除術ヲ示セシヨリ何レノ教科書＝モ
見tf:，〆作ル＝烹レリ。有ー人ハ従来幾多ノ包望手術ヲ行ヒシモ之ヲー骨付ヒZ Jレコト関車mナルilk態＝アリ。
而jモ的現今＝於テ蔚キ純f\ll］こ買：リテカノ背而切~H及古典的ナル環j決切開ト シ テ知レル所ノ元始的ナル
方法行ハレツ Y アリ。 t~J成形手1-!i トシテノ、 Schi:ff er氏及ソノ門下ノ試アルモ之ノ、成形的結果ノミー
シテ Kosmetisch＝充分ナリヤ石ヤノ、疑ノ、シキヲ以ツテ現今古キ方法＝廊ス。
然シテ？？商切j問。君主J決。j問。摘出術。切除術ノ巾良好ナル結果ヲ示スハ最後ノモノ＝シテ之ノ、 Lo・
ewe, Langemak, Hopfner Toederl等ノ諸氏＝ヨリテ試ミラレ IJy。以下ソノ術式ヲ述プ。














｝｛ソ、内ブ'J= 1fl キ込ムコトアリテ創l磁i d;W ヲ ~）j ゲ、紛i,j~ ＝モ困難ナルコトアリ。
包皮ノ獄~＆~、三戸111~ ；f\tJlkll 7 ~＇U＇ ルコト＝ヨリテ i主セラレH括約輸ヲ切除 ；＜）レ然、包皮内層ハ明カ
= fl¥展性ヲ！＇.lo




本手術ノ K'1en !<•tisch ノ結果ヲ見ル＝、包皮ハ－ .fr ＝＝ 阿ク ti！＊上日、手~fdH－＇、陰主'.ff)(f1\j· I If＇＝消エ、
只手術後＝於テ包 J.!i外府ト鰍勝七ル内！骨トノ r.~ ＝明力ナル色ノ；差7有.：－）レモ、間モナク之又消失ス。
本法ノ主ナル特徴ノ、手術中ノ何レノ時却m吉宗；!ktx側、三角形孤立たJi・、管扶皮Jilj＂ヲ縦切開スルトキ、
戎ノ、切除ノ際E叉剣紘ノi納キ矯疋ヲモナシ4’Jル如キ、 P円 i川 nngノ可能ナルコトナ P。
反之、本法ノ鉄製i卜見ルベキハ内外層ノ色ノ来ナルモ、従来見タル包歌手術＝伴 7包皮ノ依損、鍛
撃を形成~；；ー ノ責日キ依駄ナシ。
要スル ＝ r,，，・、V《』氏包，，.：手術ノ、肉l）レ筒Jfl.＝ シテ、エペテノ和類／包li!＝、 it占ζ 、象身欣ノモノ ＝￥J-
シテ行7コトヲnテ、 B優秀ナル結果ヲN）し故二今日；乙庚キ純問＝！τリ町i'用ノ：域＝建シツツアリ。
〈西尾〉
正常並ビニ関節炎性関節軟骨ノ露化畢酌研究 (0. G, C"l,e. I¥.dlui<lchemiscbe Unter句
外 闘 文 路長
suchungen am nor‘malen uncl ar七hritischen Gelenkknorpel. Verhancll. cl. 
Deut. Ortho. Gesell. Beilagehefもcl.Zeitschr. f. orthopaecl. Chir. Lll Bd.. 
S. 400. 1930.) 
111 











関節障碍診断Z扱ケJl.沃度泊ノ使用ニ競テ (P. H. Kreuscher. H. Kelikian, The 
use of jodized oil (Lipiodol and jodipin〕 inthe diag百osisof join七lesions









胴晶保有小児上腸間照静脈エ於ケJI,.血栓生成ノ 1例 CW. Obadalek. Thrombose 
im Gebiet cl.er Vena 1VIesenterica superior bei einem 121／ョ jahrigenAskari-



























尿ノ陸性増強＝ヨ）（，尿路感染ノ虚置 (Jく.Kelsted u. E. SchioclもBehanclluuヌ・ der 
Harnwegsinfekkionen clurch St巴igerungcler Aciditiit Arch. f. Klin. Chir. 





















佑テ著者等ノ臨床~if験 ＝ ~）レト尿反l必 7 酸性＝スル司~~、人ffl＝於テハ P11 4.65 ；主可能ヂアノレガコ
ノモノダケヂ民主置シタ臨床例デハ好成ii'（ ヲ得タモノハナ夕、之ユ夏＝「ウロトロピ ン 」ヲ Ill ヒテ il~合療
法ヲ試ミタ毛／＝相官tノ結果7U夕、 ＂＇／際尿ヲ 5.filク険性.：＝.A ）レト約i包ヲ刺J；会シ血尿或ハ排尿闘賞作ヲ
起見事アルモ2,3日「ウロトロピ V」ノ投棄ヲ中止スレパ多クハ容易＝治ル。
外 園 文 高長 ll3 
鰍テ細菌.＝ f~ シ殺菌的若シクノ、繁町It抑制的品作用スルタメ＝必要ナル酸皮ノ、 PH 5以下ナル事ヲ要
シ臨床上著者等ノ、 CaCl::iNH4Clヲ用ヒテ Pι5二迄無T.¥J・＝ナシ符ータガ而モコノ混合療法デ全治セ
シメ n~例ノ、勝脱炎ダノ、約 20 ~.；、腎孟炎デノ、 約 22% シカ符ナカツタ n
~D チ従来 Rostoskie, Meyer-Betz, Haas氏毒事ガ符タ様ナヨイ結果ハ得ラレズ、新カル原因ハ著者等
／研究ガアマリ般絡スギタトカ又ハl／扱ツタ臨床例ガ大部分合併症ヲ有シティタトカ或ノ、又銃二色キ
ト無暗＝民主置サレタ後J患者ヲ著者等ガ引受ケタ等ノ銭ヂ、 ヨリ良イ結果ヲ得タ人々／患者ノ、極念性
カ、叉ノ、l陸症ヂ然モ合併症ノナイモノガ大部分ヲ占メテイタモノト考ヘラル。
主主＝於テ著者ノ、色キノ貨謹ヲ列穆シ尿路感染ノ髭置＝於テ好結果7得Jレタメ＝ノ、反熔ヲ更互＝後化
シ或ノ、尿路消毒剤ヲ色今夏互＝用ヒ、或J、尿ノt度度ヲ色キ＝愛イヒセシメ以テ納官官ノ掠抗ヲ弱メル＝務
メネパナラヌ事ヲ推稿ス。 〈上日I)
